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■陸上部の活動 
 陸上部，３年生男子の木下聖太くんと窪田健聖くんの著
しい活躍が嬉しい。令和６年度全国高等学校総合体育大会
「駆け上がれ 夢の舞台へ 燃え上れ 若人の魂」～あり
がとうを強さに変えて 北部九州総体 2024～（7/29～8/1
福岡市・東平尾公園博多の森陸上競技場）への出場が決ま
った。二人のこれまでの成績は次のとおりである。 

●木下聖太【400ｍハードル】県大会 2位（54s28），南九州大会 6位（54s91） 
●窪田健聖【400ｍ】県大会 3位（50s28）,南九州大会予選敗退 

【800ｍ】県大会 1位（1m56s91），南九州大会 5位（1m56s46） 
 インターハイに向けて，二人の目標を聞いてみた。木下「50s90の記録を目標に，3位入
賞を目指す。」窪田「1m56s46の記録を目標に，8位入賞を目指す。」二人の検討を祈念する。 
 木下くんは先日行われた U20（高校 3 年生と大学 1 年生）のチームでスピード感のある
選手に交じって戦えたことは大きな収穫だった。インターハイのレースを想定した走りが
できたと嬉しそうに語った。 
 
■野球部の活動 
 夏の風物詩でもある，高校野球「夏の甲子園大会」出場に向けて日本各地で予選が始ま
っている。本校の野球部も少人数ながらも単独チームで予選に出場する。毎日炎天下で汗
を流し練習に励んでいる。そのような中，６月 25日(火)に日本生命の方が来校。野球部の

生徒たちに差し入れの提供があった。日本生命は甲子園大会のスポンサーの一つだという
ことである。全国の高校球児が目指す「甲子園」に向けて，本校生も一試合一試合を大切
に楽しんで欲しいものである。 

 
 
 
 
 
 
 
■吹奏楽部の活動 
 もうひとつの夏の風物詩に「吹奏楽コンクール」が
ある。私は中学時代から吹奏楽部に入部し，サクソフ

ォンを始めた。その頃から吹奏楽コンクールは年間行
事の一つであり，教職に就いたことで演奏者ではなく，
指導者・指揮者として関わってきた。しかし，長く関
わった吹奏楽も職場の異動により 11年間離れていた。
そして。ここ川薩清修館高校に赴任し，３年目を迎え
た。このタイミングで生徒たちが吹奏楽コンクールに
出場したいとの申し出があり，音楽教員のいない本校
では私が指導・指揮を引き受けることとなった。 


